
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇

¾
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告

示

目

次

平成™›年˜月œ日 木曜日 第œ�˜˜号官 報

住
所
北
九
州
市
小
倉
北
区
若
富
士
町
５
番
1
7
`
6
0
1号

ã
宣
子
昭
和
4
7年
５
月
2
2日
生

住
所
愛
知
県
西
尾
市
戸
ケ
崎
４
丁
目
２
番
地
７

ã
艶
子
昭
和
1
0年
３
月
２
日
生

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〇
法
務
省
告
示
第
五
号

福
島
県
田
村
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
四
年
一
月
五
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

福
島
県
田
村
郡
船
引
町
大
字
堀
越
字
田
島
池
百
七
十
三

番
地

白
J

長
女

〇
法
務
省
告
示
第
六
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
五
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

住
所
東
京
都
荒
川
区
東
尾
久
８
丁
目
2
2番
２
号

ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・
フ
ン
昭
和
5
2年

1
1月
９
日
生

住
所
岐
阜
市
東
鶉
５
丁
目
1
7番
地
３

ト
ラ
ン
・
テ
ィ
・
キ
ム
・
フ
ォ
ン
昭
和
4
7年
８
月
３

日
生

住
所
福
岡
市
中
央
区
港
１
丁
目
６
番
６
`
2
4
0
1号

ウ
ェ
イ
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ウ
ォ
ン
昭
和
5
1

年
６
月
３
日
生

住
所
愛
知
県
海
部
郡
蟹
江
町
大
字
蟹
江
本
町
字
ウ
ノ
割

7
1番
地
１

フ
ァ
ン
・
ア
ン
・
ヴ
ー
昭
和
5
4年
８
月
2
3日
生

住
所
静
岡
市
駿
河
区
登
呂
５
丁
目
1
6番
２
号

梁
正
雄
昭
和
2
7年

1
1月
６
日
生

梁
雄
里
杏
平
成
1
5年

1
0月
７
日
生

梁
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
平
成
1
8年
７
月
1
8日
生

住
所
東
京
都
品
川
区
上
大
崎
２
丁
目

1
0番

3
4
`
４
`

3
1
1号
金
時

昭
和
5
8年
２
月
2
8日
生

住
所
高
知
市
稲
荷
1
7
0番
地
１

山
本
玲
子
昭
和
3
5年

1
1月

2
3日
生

徐
力
平
成
５
年
８
月
2
5日
生

住
所
兵
庫
県
西
宮
市
今
津
山
中
町
９
番
2
5号

金
壽
美
昭
和
4
7年
８
月
1
4日
生

住
所
兵
庫
県
姫
路
市
大
津
区
勘
兵
衛
町
１
丁
目
1
9番
地

９鄭
富
美
子
昭
和
3
8年

1
0月

2
3日
生

金
綾
奈
平
成
元
年
９
月
５
日
生

金
佑
紀
平
成
３
年
７
月
2
2日
生

〔
告

示
〕

〇
除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
法
務
五
）

J

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件
（
同
六
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
表

の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の

項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項

の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実

習
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
七
）

K

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を

監
理
す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準

を
定
め
る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号

の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
八
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
監
理
団
体

を
定
め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る

省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
九
、
一
〇
）

K

〇
著
作
者
の
実
名
登
録
の
件
（
文
化
庁
一
）

L

〇
地
す
べ
り
防
止
区
域
を
指
定
す
る
件

（
農
林
水
産
一
〇
）

M

〇
地
す
べ
り
防
止
区
域
を
追
加
指
定
す
る
件

（
同
一
一
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
同
一
二
〜
一
四
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
同
一
五
〜
一
七
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
一
八
〜
二
五
）

N

〇
信
号
符
字
を
点
附
し
た
件（
国
土
交
通
三
）

O

〇
信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
件
（
同
四
）

〇
船
舶
国
籍
証
書
は
無
効
と
な
っ
た
件

（
同
五
）

P

〇
船
舶
国
籍
証
書
を
無
効
と
し
た
件（
同
六
）

〇
登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
事
業
所
の
所
在

地
を
変
更
し
た
件
（
同
七
）

〇
補
助
事
業
者
等
が
補
助
事
業
等
に
よ
り
取

得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
う

ち
処
分
を
制
限
す
る
財
産
及
び
補
助
事
業

等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し

た
財
産
の
処
分
制
限
期
間
を
定
め
た
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
八
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
九
、
一
〇
）

P

〇
浄
化
槽
の
型
式
を
認
定
し
た
件

（
中
部
地
方
整
備
局
三
）

Q

〇
浄
化
槽
の
型
式
の
認
定
を
更
新
し
た
件

（
同
四
）

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

Q

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

Q

〔
皇
室
事
項
〕

J
I

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

J
I

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
国
土
調
査
と
同
一
の

効
果
が
あ
る
も
の
と
し
て
の
指
定
の
公
告

（
国
土
交
通
省
）

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁職

員
の
免
職
処
分
、
財
団
関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
関
係

L
J

会
社
そ
の
他

˜
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